
１．基本情報

1

1

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 ふれあい福祉センター改修等事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 40,549

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

平成30年度以降は、福祉ボランティアポイント制度の結果が現れており、目標を達成することができまし
た。令和2年度から開始しました「高齢者いきいき活動ポイント事業」と重複しないように整理して実施
しています。
今後さらに、登録者数を増やしていくには、制度の内容についての工夫と積極的な広報活動が必要と考え
ます。

作成担当部長 福祉保健部長　山西　仁子

事務事業の名称 事業費

40,549

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

450

実績値 434 377 379 490 480 503

達成状況 未達成 未達成 達成 達成 達成

1
地域福祉ボラン
ティア登録者数

人

目標値 438 441 444 447

施策の
方向性

●福祉コミュニティの形成支援と地域福祉サービスに関する情報発信を積極的に行いま
す。
●誰もが暮らしやすいユニバーサルデザインに配慮した生活環境づくりに取り組みます。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

担当部 福祉保健部基本施策 地域で共に支え合う福祉の充実

単位施策名称 地域福祉ネットワークの充実



１．基本情報

1

1

2

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 5,634

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

有資格者（社会福祉士）の職員を配置し、適正な各種社会福祉施策の提供により、就労に導く支援を実施
するなど相談事業の充実を図り、平成28年から4年間は目標を達成しましたが、令和2年度はコロナ禍の失
業及び離職の影響を受け、目標は未達成となりました。生活困窮者相談件数は、令和2年度に急増しまし
たが、引き続き相手に寄り添った丁寧な相談を継続しています。今後は、就労準備支援や家計改善支援等
の新たな自立支援事業についても検討・実施することで、生活困窮者の自立に向けた支援を行っていきま
す。

作成担当部長 福祉保健部長　山西　仁子

事務事業の名称 事業費

生活困窮者自立支援事業 5,634

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

12

実績値 8 16 10 12 14 9

達成状況 達成 達成 達成 達成 未達成

1
就労による自立
者の数

人

目標値 9 10 11 12

施策の
方向性

●生活保護世帯に対して、各種の福祉施策の提供により、被保護者の自立を図ります。
●生活困窮者の早期支援により、生活保護を受けなくても、自立が出来るよう福祉の充実
を図ります。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

担当部 福祉保健部基本施策 地域で共に支え合う福祉の充実

単位施策名称 生活支援の充実



１．基本情報

1

1

3

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 地域生活支援強化事業

2 精神障がい者通院医療費助成事業

3 障がい者雇用促進等事業

4

5

6

7

8

9

10

合計 86,268

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

就労継続支援に移行する事業所の増加や、窓口における相談事業の充実により、障がい者の就労支援を利
用した実績値が継続して目標を上回る結果となりました。
役場においても就労機会を増やすなど、障がい者の就労支援事業を幅広く充実させていきます。

作成担当部長 福祉保健部長　山西　仁子

事務事業の名称 事業費

77,958

8,168

142

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

102

実績値 75 123 126 123 145 137

達成状況 達成 達成 達成 達成 達成

1
就労支援事業の
利用者数

人

目標値 87 97 100 101

施策の
方向性

●障がい者の自立支援や社会参画の促進、障がい者と暮らす家族に対する支援を継続的に
行います。
●住民の障がい及び障がい者に対する理解や認識を深め、人権尊重の意識を醸成するた
め、障がい者の理解促進につながる分かりやすい啓発・広報活動を推進します。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

担当部 福祉保健部基本施策 地域で共に支え合う福祉の充実

単位施策名称 障がい者福祉の充実



１．基本情報

1

2

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 ふらっとウォーキング事業

2 妊婦歯科健康診査事業

3 節目年齢歯科健診事業

4 健康づくり啓発事業

5 任意予防接種費用助成事業

6 産科医等確保支援事業

7

8

9

10

17,538

38,061

28,826

合計 109,771

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

目標数値は健康マイレージ制度のポイントカードのアンケートを集計していますが、アンケートがわかり
にくく、毎年度目標数値に届かず未達成となっています。高齢者のいきいき活動ポイント事業と重複しな
ように整理が必要と考えます。今後はアンケート様式の見直しとともに、制度の整理及び周知に取り組ん
でいきます。

作成担当部長 福祉保健部長　山西　仁子

事務事業の名称 事業費

11,049

7,007

7,290

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

78.0

実績値 77.0 59.0 61.8 57.2 53.3 64.2

達成状況 未達成 未達成 未達成 未達成 未達成

1
健康だと感じる
人の割合

％

目標値 77.2 77.4 77.6 77.8

施策の
方向性

●笑顔があふれ、健康で生きがいをもって過ごせるよう、高齢者の社会参加を推進します。
●乳児期から高齢者までの生涯にわたり、口腔疾病の予防を図るとともに、生活習慣病の予防に取り組み
ます。
●「第２次府中町健康増進計画・食育推進計画」に沿って、すべての世代において、心と体の健康づくり
の充実を図るため、住民、関係団体・機関と連携を図りながら、より良く生きるライフスタイルを推進し
ます。
●妊娠・出産・育児を通じた乳幼児の発育・発達の早期支援や相談体制の充実を図ります。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

担当部 福祉保健部基本施策 地域連携による生涯を通じた健康づくりの推進

単位施策名称 ライフステージに応じた健康づくりの支援



１．基本情報

1

3

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 子育て応援事業

2 不妊治療費助成事業

3 養育支援訪問事業

4 児童センター事業

5 放課後児童クラブ(留守家庭児童会)運営事業

6 放課後児童クラブ(留守家庭児童会)整備事業

7 ネウボラセンター事業

8

9

10

205,431

321,062

48,972

70,222

合計 745,561

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

町内4か所の地域子育て支援拠点（保育所併設の地域子育て支援センター2か所及び児童センター内での地
域子育て支援拠点2か所）の支援の充実とともに、平成30年度に開設した「ネウボラふちゅう」による
「妊娠期から切れ目のない子育て支援拠点」としての相談事業が充実・浸透したことにより、目標を継続
して達成しました。今後も、切れ目のない支援を充実させていきます。

作成担当部長 福祉保健部長　山西　仁子

事務事業の名称 事業費

49,597

49,631

646

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

94.0

実績値 93.0 97.4 96.8 96.8 97.0 97.4

達成状況 達成 達成 達成 達成 達成

1 子育てしやすさ ％

目標値 93.0 93.0 93.0 93.0

施策の
方向性

●結婚・妊娠・出産・育児（未就園児）の切れ目のない支援を行う仕組みづくりを構築
し、結婚支援を含めた幅広い子育て支援を行います。
●配慮を必要とする子育て家庭への支援及び子育てに係る経済的負担の軽減等、子育て家
庭を支援します。
●児童の居場所づくり等、児童健全育成対策の充実を図り、子どもの生きる力を育む環境
づくりを行います。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

担当部 福祉保健部基本施策 多世代連携による子育て支援の充実

単位施策名称 子育て世代への重点支援



１．基本情報

1

3

2

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 地域子育て支援拠点事業

2 病児・病後児保育事業

3 保育所施設耐震化助成事業

4 プラチナ保育支援事業

5 小規模保育所整備助成事業

6 保育所等創設助成事業

7 子どもの予防的支援構築事業

8

9

10

12,225

85,658

236,070

51,034

合計 812,975

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

保育所の建替え及び小規模保育所の新設等で、毎年度保育所の定員増を図ってきましたが、入所希望者が
定員計画を上回るペースで増え、待機児童が発生したりしなかったりを繰り返しています。令和2年6月に
120名定員の保育所を新設しましたが、なお、潜在的な待機児童は減少しません。今後は、潜在的な待機
児童の調査・分析を行い、保護者ニーズに沿った保育所について再度検討します。

作成担当部長 福祉保健部長　山西　仁子

事務事業の名称 事業費

80,996

78,365

268,627

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

0

実績値 0 0 0 1 4 0

達成状況 達成 達成 未達成 未達成 達成

1 待機児童数 人

目標値 0 0 0 0

施策の
方向性

●安心して子育てできるよう、親子で過ごせ、情報交換できる交流の場を確保するなど、
子育て家庭を支援する環境づくりを行います。
●子育て支援メニューを充実させ、仕事と子育ての両立等を支援する環境づくりに取り組
みます。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

担当部 福祉保健部基本施策 多世代連携による子育て支援の充実

単位施策名称 子育て環境の確保



１．基本情報

1

4

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 シルバー人材センター助成事業

2 老人福祉センター改修等事業

3 介護職員処遇改善臨時特例事業

4 シルバーワークプラザ改修等事業

5 高齢者いきいき活動ポイント事業

6

7

8

9

10

8,694

4,924

合計 136,068

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

シルバー人材センターの登録会員数は微増となっていますが、就労した高齢者数は減少しており、5年連
続で目標は未達成となっています。令和2年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により就労の機会も
減少し、5年間で一番低い実績となりました。今後は会員数の維持又は増員を図るためにも、現役時代の
キャリアを活かせる業務や生きがいを感じる業務など、魅力ある新しい雇用の創出についてアイデイアを
出していきます。

作成担当部長 福祉保健部長　山西　仁子

事務事業の名称 事業費

68,442

15,979

38,029

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

46,560

実績値 44,760 37,750 35,457 33,819 33,622 32,457

達成状況 未達成 未達成 未達成 未達成 未達成

1
シルバー人材セン
ターを通じて就労
した高齢者数

人

目標値 45,480 45,600 45,720 46,200

施策の
方向性

●高齢者が様々な分野で生きがいを感じられるよう、高齢者の社会参加や元気づくりにつ
ながる取り組みを支援します。
●保健・医療・福祉が連携して高齢者を支えるため、高齢者福祉サービスの充実を図りま
す。
●住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、住民、民間団体、行政機関などが一体となっ
た支援の輪を広げます。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

担当部 福祉保健部基本施策 高齢者が生きがいを持って暮らせるまちづくり

単位施策名称 高齢者福祉の充実



１．基本情報

1

5

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 国民健康保険健康保持増進普及事業

2 基盤整備事業

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 170,132

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

ジェネリック医薬品の数量シェアについては、3年連続目標は未達成となりました。引き続き、医療機関
の協力と広報の充実を図ります。元気な後期高齢者の割合は、5年連続で目標の達成です。介護予防対策
の施策である地域支援事業の充実により、地域全体で支え合いができている成果と思われます。引き続き
地域支援事業の充実により、地域全体での支え合いを継続していきます。

作成担当部長 福祉保健部長　山西　仁子

事務事業の名称 事業費

82,160

87,972

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

74.0

実績値 73.9 75.9 76.2 78.1 78.0 78.3

達成状況 達成 達成 達成 達成 達成

2
元気な後期高齢
者の割合

％

目標値 73.9 73.9 74.0 74.0

80.0

実績値 49.9 59.0 63.7 67.4 69.5 73.0

達成状況 達成 達成 未達成 未達成 未達成

1
ジェネリック医
薬品の数量シェ
ア

％

目標値 56.0 62.0 68.0 74.0

施策の
方向性

●国民健康保険・医療制度などの周知と、収納促進、医療費の適正化に向けた啓発を推進
するとともに、健全な運営を図ります。
●介護保険のサービス給付費の増加を抑制するため、介護予防事業の充実を図ります。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

担当部 福祉保健部基本施策 社会保障制度の堅持

単位施策名称 保険制度の安定した運営



１．基本情報

1

5

2

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 子ども医療費助成事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 648,718

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

助成制度の対象年齢の児童数は微減でしたが、5年連続で目標は達成できました。今後も、児童数が増加
していくように、助成制度の広報・啓発を図るとともに、「ネウボラ」等による切れ目のない子育て支援
の充実を図るなど、総合的な支援メニューの充実を図ります。

作成担当部長 福祉保健部長　山西　仁子

事務事業の名称 事業費

648,718

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

5,670

実績値 3,242 3,309 5,569 5,769 5,729 5,724

達成状況 達成 達成 達成 達成 達成

1
助成制度を利用
できる子どもの
推定数

人

目標値 3,280 5,547 5,588 5,629

施策の
方向性

●経済的負担が大きい子育て世代などに対して、各種支援・給付制度により、負担軽減を
図ります。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

担当部 福祉保健部基本施策 社会保障制度の堅持

単位施策名称 福祉医療の充実



１．基本情報

2

1

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 小中連携教育充実事業

2 体験活動推進事業

3 学校図書館教育充実事業

4

5

6

7

8

9

10

合計 98,243

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

「全国学力・学習状況調査」、広島県「基礎・基本」定着状況調査の目標を小・中学校いずれも県平均プ
ラス5ポイントとしましたが、達成できた年度もあれば未達成の年度もありました。特に中学校において
は、過去5年間が未達成となっていますが、県平均よりは約3ポイント高くなっています。今後においても
授業改善を行いながら、これからの社会で活躍するために必要な資質・能力を身に付けた児童生徒を育成
します。

作成担当部長 教育部長　榎並　隆浩

事務事業の名称 事業費

38,290

4,901

55,052

県平均+5.0

実績値 県平均+3.8 県平均+3.5 県平均+3.6 不明 不明 実施なし

達成状況 未達成 未達成 不明 不明 ー

4

広島県「基礎・基本」
定着状況調査の教科の
学習内容の定着状況
（中学校）

ポイント

目標値 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0

県平均+5.0

実績値 県平均+6.0 県平均+5.6 県平均+4.1 不明 不明 実施なし

達成状況 達成 未達成 不明 不明 ー

3

広島県「基礎・基本」
定着状況調査の教科の
学習内容の定着状況
（小学校）

ポイント

目標値 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0

県平均+5.0

実績値 県平均+3.6 県平均+2.1 県平均+3.3 県平均+3.0 県平均+3.3 実施なし

達成状況 未達成 未達成 未達成 未達成 ー

2
全国学力・学習状況調
査の教科に関する調査
の結果（中学校）

ポイント

目標値 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0

県平均+5.0

実績値 県平均+2.4 県平均+4.1 県平均+5.3 県平均+3.8 県平均+5.0 実施なし

達成状況 未達成 達成 未達成 達成 ー

1
全国学力・学習状況調
査の教科に関する調査
の結果（小学校）

ポイント

目標値 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0

施策の
方向性

●「知・徳・体」のバランスのとれた「基礎・基本」の定着として、確かな学力、豊かな心、
健やかな体の育成を図り、生涯にわたる学びの基盤を身に付けた児童生徒を育成します。
●課題発見・解決学習の推進により、主体的な学びを促進し、これからの社会で活躍するため
に必要な資質・能力を身に付けた児童生徒を育成します。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 学び合い、志を育むまちづくり

担当部 教育委員会基本施策 あいさつ・感謝・志を柱とした学校教育の推進

単位施策名称 社会を生き抜く力の育成



１．基本情報

2

1

2

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 志を育てる教育事業

2 グローバル教育事業

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 58,862

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

小学校は達成、中学校は未達成となっていますが、数値は向上してきています。小学6年生を対象とした
ドリーム・ナビゲーションの作成などの継続的な取組が浸透したのも要因と考えられます。今後も、ICT
を効果的に活用しながら授業の質の向上に努め、主体的に学ぶ児童生徒を育成します。

作成担当部長 教育部長　榎並　隆浩

事務事業の名称 事業費

688

58,174

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

72.0

実績値 69.7 64.6 65.0 68.9 69.2 69.6

達成状況 未達成 未達成 未達成 未達成 未達成

2

「将来の夢や目標は
かなうと思う」と答
える児童生徒の割合
（中学校）

％

目標値 72.0 72.0 72.0 72.0

82.0

実績値 80.6 81.7 82.7 87.4 82.2 83.1

達成状況 未達成 達成 達成 達成 達成

1

「将来の夢や目標は
かなうと思う」と答
える児童生徒の割合
（小学校）

％

目標値 82.0 82.0 82.0 82.0

施策の
方向性

●志を育てる教育を推進し、自分の良さを発見し、社会に貢献しようとする高い志を持ち挑戦する児童生徒を育成し
ます。
●国際化に対応した教育を推進し、外国語によるコミュニケーション能力の向上・定着を図るとともに、広い視野を
持ち他者と協働する能力を持った、グローバル社会に挑戦する児童生徒を育成します。
●情報化に対応した教育を推進し、ICTの活用による授業の質の向上、学びの多様化により、主体的に学ぶ児童生徒を
育成します。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 学び合い、志を育むまちづくり

担当部 教育委員会基本施策 あいさつ・感謝・志を柱とした学校教育の推進

単位施策名称 志を持ち未来へ挑戦する児童生徒の育成



１．基本情報

2

1

3

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 コミュニティ・スクール推進事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 1,909

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

平成30年度で全校コミュニティ・スクールが配置できていますが、学校区で町民の意識に差があります。
引き続き各校においてコミュニティ・スクールの理解を求め地域とともにある学校を目指します。

作成担当部長 教育部長　榎並　隆浩

事務事業の名称 事業費

1,909

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

7

実績値 1 1 1 7 7 7

達成状況 未達成 未達成 達成 達成 達成

1
コミュニティ・ス
クール導入校数

校

目標値 3 7 7 7

施策の
方向性

●開かれた学校・信頼される学校を目指して、学校・家庭・地域が協働して教育する「コ
ミュニティ・スクール」等の仕組みづくりを推進します。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 学び合い、志を育むまちづくり

担当部 教育委員会基本施策 あいさつ・感謝・志を柱とした学校教育の推進

単位施策名称 学校・家庭・地域が協働した児童生徒の教育の推進



１．基本情報

2

1

4

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 0

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

小・中学校ともに中期目標は達成しています。今後もICTを活用しながら基礎・基本の定着を着実に図っ
ていくとともに、児童生徒一人ひとりに応じた教育支援の充実を図ります。

作成担当部長 教育部長　榎並　隆浩

事務事業の名称 事業費

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

72.0

実績値 71.2 75.7 77.1 74.7 72.1 83.2

達成状況 達成 達成 達成 達成 達成

2
「授業がよく分か
る」と答える児童生
徒の割合（中学校）

％

目標値 72.0 72.0 72.0 72.0

86.0

実績値 84.1 81.3 86.1 81.7 85.5 92.0

達成状況 未達成 達成 未達成 未達成 達成

1
「授業がよく分か
る」と答える児童生
徒の割合（小学校）

％

目標値 86.0 86.0 86.0 86.0

施策の
方向性

●教育の機会均等を実現するため、児童生徒一人ひとりに応じた支援により、生きる力を
育成します。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 学び合い、志を育むまちづくり

担当部 教育委員会基本施策 あいさつ・感謝・志を柱とした学校教育の推進

単位施策名称 児童生徒一人ひとりの自立を目指した就学支援の充実



１．基本情報

2

2

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 公民館活動事業

2 図書館活動事業

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 79,374

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

令和2年度の中期目標は、新型コロナウィルス感染症の影響により達成できませんでしたが、今後も感染
症対策を講じながら事業が実施できるよう、実施方法の工夫など検討していく必要があります。

作成担当部長 教育部長　榎並　隆浩

事務事業の名称 事業費

9,144

70,230

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

1,110

実績値 1,053 1,278 1,414 1,313 1,183 828

達成状況 達成 達成 達成 達成 未達成

1 生涯学習活動数 件

目標値 1,070 1,080 1,090 1,100

施策の
方向性

●生涯各期に応じた学習機会の充実を図るとともに、学習活動で得た成果をボランティア活動や地域の指導者として
生かす仕組みづくりを目指します。
●家庭教育を支援する学習プログラム講座を開催するスタッフ・リーダーの育成を行うとともに、公民館等を中心に
学習・交流機会を提供します。
●情報拠点としての図書館運営の充実に努め、住民の読書活動を支援するとともに、ボランティアの育成に継続して
取り組みます。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 学び合い、志を育むまちづくり

担当部 教育委員会基本施策 学び合い生きがいを育む社会教育の充実

単位施策名称 生涯各期に応じた学習機会の提供



１．基本情報

2

2

2

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 文化財保護事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 15,178

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

あきふちゅう文化協会及びふるさと再発見講座参加者数を目標値にしていますが、未達成となっていま
す。
今後更に文化協会の魅力を情報発信するとともに、令和3年3月に下岡田官衙遺跡が国史跡指定となったこ
とを契機に文化財の普及啓発に取り組み、講座参加者数の増加に努めます。

作成担当部長 教育部長　榎並　隆浩

事務事業の名称 事業費

15,178

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

470

実績値 427 424 409 419 428 410

達成状況 未達成 未達成 未達成 未達成 未達成

1
芸術文化イベント
参加者及び活動者
数

人

目標値 437 447 457 467

施策の
方向性

●様々な文化に触れるためのイベント等を開催するとともに、文化団体相互の連携を推進
し、発表機会の提供や活動の支援を通じて、町内における芸術・文化活動を推進します。
●文化財の保存と活用を図り、府中町の歴史・文化等を発掘するとともに、体験、学習に
よる普及・啓発を図ります。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 学び合い、志を育むまちづくり

担当部 教育委員会基本施策 学び合い生きがいを育む社会教育の充実

単位施策名称 芸術・文化の普及・振興



１．基本情報

2

2

3

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 0

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

社会体育施設（くすのきプラザ・揚倉山健康運動公園・空城山公園・学校施設）の利用者について、平成
30年度以降からは、災害や揚倉山健康運動公園上段多目的広場の人工芝改修工事の影響により、減少して
いました。
今後は、令和2年度に導入した公共施設予約システムにより利用者の利便性を向上させるとともに、改修
を行った揚倉山健康運動公園の利用促進を図ります。

作成担当部長 教育部長　榎並　隆浩

事務事業の名称 事業費

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

399,000

実績値 397,583 399,010 400,044 361,207 342,546 225,808

達成状況 達成 達成 未達成 未達成 未達成

1
社会体育施設利用
者数

人

目標値 398,000 398,250 398,500 398,750

施策の
方向性

●多様な世代がスポーツに親しみ、互いに交流する場として、社会体育施設の活用推進を
図ります。
●健康・スポーツの振興を支援する人材の養成・維持・活用を行うとともに、住民のニー
ズに対応した地域スポーツを振興し、住民の健康・体力づくりを推進します。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 学び合い、志を育むまちづくり

担当部 教育委員会基本施策 学び合い生きがいを育む社会教育の充実

単位施策名称 スポーツの振興



１．基本情報

2

3

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 教育施設改修等事業

2 小・中学校施設耐震化事業

3 小・中学校施設改修等事業

4 社会体育施設改修等事業

5 府中公民館等改築事業

6 府中南公民館改修事業

7 くすのきプラザ改修等事業

8

9

10

96,845

284,604

20,412

2,915

合計 4,244,189

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

各学校の耐震化は、平成29年度に計画どおり完了しました。

作成担当部長 教育部長　榎並　隆浩

事務事業の名称 事業費

9,720

3,217,811

611,882

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

9

実績値 7 7 8 8 8 8

達成状況 達成 達成 達成 達成 未達成

1
教育施設の耐震施
設数（社会教育施
設等含む）

施設

目標値 7 8 8 8

施策の
方向性

●計画的かつ効果的な施設整備を実現するため、学校施設の標準的な仕様を策定します。
●多様な学習活動に対応した機能的で質の高い教育環境の整備・充実を目指します。
●安心・安全な教育環境を確保するとともに、学校のバリアフリー化を目指します。
●「学びの好循環システム」を構築する拠点として、社会教育施設の充実を図ります。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 学び合い、志を育むまちづくり

担当部 教育委員会基本施策 安心・安全で質の高い教育環境の整備

単位施策名称 教育施設・設備の充実



１．基本情報

3

1

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 低炭素型社会づくり推進事業

2 府中の森づくり事業

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 33,989

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

府中町から発生する温室効果ガスの発生抑制に向け、公共施設の省エネ化や吸収源対策も兼ねた緑化推進
活動などの取り組みを進めてきましたが、本町から発生する温室効果ガス排出量は産業の事業活動による
ところが大きく、目標は達成できませんでした。引き続き企業や住民への啓発活動を継続し、町全体とし
て排出量削減の機運を高めます。

作成担当部長 町民生活部長　金光　一隆

事務事業の名称 事業費

14,169

19,820

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

1,283.8

実績値 1,350.1 1,779.0 2,352.0 2,125.2 2,166.2 2,214.9

達成状況 未達成 未達成 未達成 未達成 未達成

1
府中町の温室効果
ガス排出量の削減

千t-
co2

目標値 1,336.8 1,323.6 1,310.3 1,297.1

施策の
方向性

●まち全体として温室効果ガスを削減させる低炭素型の社会システムづくりを推進しま
す。
●二酸化炭素吸収源の一翼を担う森林の適正な管理を行い、自然環境の保全を図ります。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

担当部 町民生活部基本施策 総合的な環境対策の推進

単位施策名称 低炭素型のまちづくりの推進



１．基本情報

3

1

2

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 公園改修等事業

2 身近な環境保全事業

3 林業施設改良等事業

4

5

6

7

8

9

10

合計 86,619

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

平成30年7月豪雨災害及び令和2年7月豪雨災害により被災したみくまり峡森林公園について、閉鎖等によ
り来園者数が大幅に減少し、目標は達成できませんでした。令和3年度末までに災害復旧工事を完了し、
令和4年度の全面開放を目指します。

作成担当部長 町民生活部長　金光　一隆

事務事業の名称 事業費

61,209

25,410

-

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

206,300

実績値 151,800 155,577 156,499 68,009 76,005 93,864

達成状況 未達成 未達成 未達成 未達成 未達成

1
自然に身近な公園
の来園者数

人

目標値 162,700 173,600 184,500 195,400

施策の
方向性

●市街地の公園で自然とふれあえる場や、緑化の推進を図ります。
●自然と身近に共生できる環境を確保するため、水辺を保全・活用し、四季を通じた憩い
と心の環境づくりを推進します。
●良好な空気・水・土壌が確保されるよう、関係機関と連携した取り組みを行います。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

担当部 町民生活部基本施策 総合的な環境対策の推進

単位施策名称 自然と共生する快適環境の推進



１．基本情報

3

1

3

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 廃棄物の適正処理推進事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 11,863

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

計画策定時と比較して、確実にリサイクル率は向上しているものの、目標値には達していません。令和2
年度は、目標を下回ったものの、目標値に近い数値として成果が出ています。これはリサイクルを推進す
るため、平成30年度からは新たな分別品目として「雑がみ」を追加し、住民に浸透してきたものと思われ
ます。
令和元年度に実施したごみの組成調査では、37.3％が紙類で、そのうち46.9％が分別可能であり、引き続
き、周知・啓発を行い、適正分別を進める必要があります。

作成担当部長 町民生活部長　金光　一隆

事務事業の名称 事業費

11,863

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

16.9

実績値 11.8 13.7 13.8 14.4 13.4 16.0

達成状況 未達成 未達成 未達成 未達成 未達成

1
ごみのリサイクル
率

％

目標値 14.9 15.9 16.1 16.5

施策の
方向性

●ごみを適正に処理するため、分別・収集・処分までの効率的な仕組みづくりを推進しま
す。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

担当部 町民生活部基本施策 総合的な環境対策の推進

単位施策名称 資源循環による環境負荷の低減



１．基本情報

3

1

4

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 協働型環境づくり事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 8,494

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

令和2年度において、住民・事業者・行政が協働で行う環境イベントなどの啓発活動は、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により実施できなかったため、大幅に目標を下回りました。
新たな生活様式の中で、感染防止対策を講じながら活動支援を行います。

作成担当部長 町民生活部長　金光　一隆

事務事業の名称 事業費

8,494

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

70

実績値 40 47 45 33 63 7

達成状況 未達成 未達成 未達成 未達成 未達成

1

住民・事業者・行政
の協働連携により取
り組む環境づくりの
活動数

回

目標値 50 55 60 65

施策の
方向性

●環境に配慮したライフスタイル、ワークスタイルの啓発を行います。
●誰もが環境に配慮した行動を実践できるシステムづくりを推進します。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

担当部 町民生活部基本施策 総合的な環境対策の推進

単位施策名称 協働型環境づくりの推進



１．基本情報

3

2

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 人権推進事業

2 男女共同参画推進事業

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 18,613

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

令和元年度までの4年間は目標を達成していますが、令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により学校
等の行事が大きく変更となり子どもを対象とする行事が中止になったことや、集客人数制限による規模の縮小
によりイベントや研修の参加人数が減ったため、未達成となっています。4年間は目標を達成しており、一定の
成果はあったと考えますが、事業のマンネリ化が課題となっています。後期実施計画では、毎年課題を整理
し、改善しながら人権の尊重と男女共同参画社会の推進に取り組みます。

作成担当部長 町民生活部長　金光　一隆

事務事業の名称 事業費

15,208

3,405

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

4,280

実績値 4,081 4,777 4,662 4,763 4,218 1,296

達成状況 達成 達成 達成 達成 未達成

1
普及啓発活動参加
者数

人

目標値 4,081 4,081 4,081 4,081

施策の
方向性

●社会全体で差別や偏見をなくすために、人権意識の普及・啓発を行い、住民一人ひとり
の人権が尊重されるまちづくりを推進します。
●男女が互いの人権を尊重し対等なパートナーとして協力し合い、家庭・地域・職場など
社会のあらゆる分野で男女がともに自分の意思で参画し、ともに育ち、支え、伝え合える
場所をつくることで、男女共同参画社会の実現ができるよう普及・啓発を推進します。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

担当部 町民生活部基本施策 安心安全・地域協働・産業活性化のまちづくり

単位施策名称 人権の尊重と男女共同参画社会の推進



１．基本情報

3

2

2

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 地域コミュニティ活動支援事業

2 協働のまちづくり支援事業

3 コミュニティ施設改修事業

4 地域創業支援事業

5 観光事業

6

7

8

9

10

2,289

9,869

合計 180,347

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

平成29年度までは目標を達成していますが、平成30年度以降、豪雨災害や、新型コロナウイルス感染症の
影響により未達成となっています。府中町観光マップの配布、広島広域都市圏や広島県における観光施策
など、多くの媒体で観光施設のPRを継続して行っていくとともに、町の自然や歴史文化等の魅力を発信で
きる事業に取り組みます。

作成担当部長 町民生活部長　金光　一隆

事務事業の名称 事業費

148,255

12,575

7,359

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

222,500

実績値 162,219 166,705 172,983 98,785 94,601 62,718

達成状況 達成 達成 未達成 未達成 未達成

1 観光客数 人

目標値 162,269 162,319 182,369 202,419

施策の
方向性

●地域住民の交流、活動、コミュニティの場を提供するとともに、住民と行政との連携・
協働によるまちづくりを推進します。
●起業促進等に関する支援制度を構築するなど、みんなが働くことのできるまちづくりを
推進するため、商工業の活性化、雇用の促進を図ります。
●観光資源の有効活用を推進します。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

担当部 町民生活部基本施策 安心安全・地域協働・産業活性化のまちづくり

単位施策名称 地域の活性化



１．基本情報

3

2

3

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 防災事業

2 避難施設整備事業

3 防災行政無線デジタル化整備事業

4 交通安全対策事業

5 消費者行政推進事業

6 防犯カメラ設置事業

7 農業用水路等改良事業

8

9

10

13,955

15,428

2,099

2,033

合計 375,842

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

自主防災組織数は、令和元年度から変動はありませんでした。
犯罪件数や交通事故件数については、各種啓発活動の実施により、全ての年度で目標を達成することができま
した。
消費者被害防止件数については、新型コロナウイルス感染症の影響で外出自粛が続いたことによりネット注文
等によるトラブルが全国的に増加していますが、注目されている消費者被害の実例紹介を広報誌等により啓発
することで、相談件数が減少していると考察します。
引き続き、各種施策目標達成に向けた取り組みを実施し、防災・地域安全活動を推進します。

作成担当部長 町民生活部長　金光　一隆

事務事業の名称 事業費

26,993

52,710

262,624

250

実績値 232 246 256 225 205 189

達成状況 達成 達成 未達成 未達成 未達成

4
消費者被害未然防
止・再発防止件数

件

目標値 235 238 242 246

120

実績値 149 134 99 92 75 68

達成状況 達成 達成 達成 達成 達成

3 交通事故の抑止 件

目標値 143 137 131 125

5.9

実績値 6.7 6.0 6.1 5.2 5.5 5.5

達成状況 達成 達成 達成 達成 達成

2
人口千人あたりの
犯罪件数

件

目標値 6.6 6.4 6.2 6.0

97.0

実績値 95.5 94.1 92.6 92.6 95.5 95.5

達成状況 未達成 未達成 未達成 達成 未達成

1
自主防災組織の組
織率

％

目標値 95.5 95.5 95.5 95.5

施策の
方向性

●災害への対応能力向上と住民の防災意識の向上を図るとともに、自主防災組織の育成支
援を行い、住民と行政が連携した防災の仕組みづくり等を推進します。
●迅速かつ正確な情報伝達の構築、避難施設等の機能強化を図ります。
●地域活動団体と連携し、犯罪の起こりにくい環境を形成します。
●交通弱者の交通安全対策の推進に取り組みます。
●消費者の安全で安心な消費生活の実現のため、消費者行政を推進します。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

担当部
総務企画部・町

民生活部
基本施策 安心安全・地域協働・産業活性化のまちづくり

単位施策名称 防災・地域安全活動の推進



１．基本情報

3

3

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 地域防火体制強化事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 844

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

目標は達成しています。今後、火災予防体制の充実・強化のため新たな取り組みを進めます。

作成担当部長 消防長　新宅　和彦

事務事業の名称 事業費

844

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

13

実績値 15 10 19 13 11 8

達成状況 達成 未達成 達成 達成 達成

1 火災件数 件

目標値 15 14 14 13

施策の
方向性

●地域と連携して火災予防の普及を図り、地域全体の防火力を高めます。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

担当部 消防本部基本施策 暮らしを守る消防体制づくりの推進

単位施策名称 火災予防体制の充実・強化



１．基本情報

3

3

2

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 消防団施設整備事業

2 消防自動車等購入事業

3 初期消火強化事業

4

5

6

7

8

9

10

合計 289,482

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、目標未達成となりました。なお、消防団第2分団詰
所建設に伴い訓練施設が整備されたことから、今後は実践的な訓練が可能となり、訓練の充実が期待され
るところです。

作成担当部長 消防長　新宅　和彦

事務事業の名称 事業費

119,147

167,906

2,429

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

14

実績値 12 18 16 18 16 9

達成状況 達成 達成 達成 達成 未達成

1
消防団訓練活動
回数

回

目標値 12 13 13 14

施策の
方向性

●住民の安心安全なまちを守るために、消防団を地域防火の中核として重要な役割を果た
すよう、防災力の充実・強化を図ります。
●消防施設設備の計画的な整備を図り、消防・防災力の充実・強化を図ります。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

担当部 消防本部基本施策 暮らしを守る消防体制づくりの推進

単位施策名称 消防体制の充実・強化



１．基本情報

3

3

3

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 救急体制強化事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 22,187

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

令和2年度はコロナ禍で講習の開催を見合わせました。今後、開催方法など検討を行い救急体制の充実・
強化に努めます。

作成担当部長 消防長　新宅　和彦

事務事業の名称 事業費

22,187

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

8,000

実績値 5,000 5,747 6,429 7,347 8,716 8,755

達成状況 達成 達成 達成 達成 達成

1
応急手当講習の
参加者延べ数

人

目標値 5,600 6,200 6,800 7,400

施策の
方向性

●救急出動件数の増加に対応するため、救急体制の再構築を図り、救急隊員の専門的知識
の習得や技能を向上させるとともに住民一人ひとりの救急力を高めるなど、救急体制の充
実・強化を図ります。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

担当部 消防本部基本施策 暮らしを守る消防体制づくりの推進

単位施策名称 救急体制の充実・強化



１．基本情報

4

1

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 都市計画調査事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 12,758

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

近年、市街化区域内においては、マンション建設など土地利用が活性化しており、実績値は概ね目標値を
達成しています。引き続き当町の特徴であるコンパクトで密度の高い都市構造を維持・発展させるため、
各種事業を着実に進めていきます。

作成担当部長 建設部長　井上　貴文

事務事業の名称 事業費

12,758

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

51.5

実績値 51.0 51.0 51.0 52.2 52.2 52.2

達成状況 未達成 未達成 達成 達成 達成

1
宅地など人に利
用されている土
地面積の割合

％

目標値 51.2 51.3 51.3 51.4

施策の
方向性

●まちの健全な発展と自然と調和した秩序ある都市基盤整備を図るとともに、まちの活性
化に向け、民間活力も視野に入れた北部丘陵地等の計画的な土地利用を推進します。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

担当部 建設部基本施策 計画的な都市整備の推進

単位施策名称 計画的な土地利用の誘導



１．基本情報

4

1

2

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 向洋駅周辺土地区画整理事業

2 広島市東部地区連続立体交差事業

3 南小学校青崎東線整備事業

4 県施行街路事業負担金事業

5 補助街路整備事業

6 道路新設改良事業

7 狭あい道路整備等促進事業

8 コミュニティバス運行事業

9 都市公園等整備事業

10 南保育所跡地整備事業

84,348

250,131

191,896

28,012

238,238

87,600

29,910

合計 5,525,927

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

前期実施計画期間においては、長年事業が停止していた広島市東部地区連続立体交差事業が工事着手となりました。
後期実施計画期間は、向洋駅周辺土地区画整理事業や関連街路事業（青崎池尻線・南小学校青崎東線・大洲橋青崎線）も
含め、町の都市基盤の骨格が概成する期間であり、引き続きこれらの事業の早期完成に向け、投資を行っていきます。
また、後期実施計画期間は、インフラ整備の量から質への移行期間に位置付け、特に道路や公共施設等のバリアフリー化
を推進するため、令和５年度には「バリアフリー基本構想」を策定する計画です。

作成担当部長 建設部長　井上 貴文

事務事業の名称 事業費

4,247,684

119,947

248,161

実績値

達成状況

4

目標値

84.0

実績値 83.6 83.6 83.8 83.8 83.8 83.8

達成状況 - 達成 達成 未達成 未達成

3 公園の面積 ｈａ

目標値 83.6 83.8 83.8 84.0

4.0

実績値 2.6 3.6 3.6 3.6 4.0 4.3

達成状況 達成 達成 未達成 達成 達成

2 補助街路の整備率 ％

目標値 3.6 3.6 4.0 4.0

72.1

実績値 67.0 67.0 68.0 68.5 68.5 68.5

達成状況 - 達成 未達成 未達成 未達成

1
都市計画道路の進
捗率

％

目標値 67.0 67.0 69.9 72.1

施策の
方向性

●道路や公園等の公共施設と宅地を一体的に整備することで、健全な市街地の形成と生活環境の改善を図
り、魅力ある良質な都市空間を提供します。
●快適な都市生活と機能的な都市活動を支えるため、町内の骨格的な道路や、それを補完する道路網の整
備を推進します。
●公共交通等のさらなる利便性の向上を図ります。
●子どもが安心して遊べる公園や、超高齢化社会に向けた世代間交流が図れる健康的なコミュニケーショ
ン空間等の創出を推進します。
●道路や公共施設等のバリアフリー化を推進し、移動空間等の質の向上を図ります。
●町内に都市計画決定されている広域火葬場の早期整備着手に向け、安芸地区衛生施設管理組合に働きか
けます。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

担当部 建設部基本施策 計画的な都市整備の推進

単位施策名称 都市施設の整備



１．基本情報

4

1

3

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 住環境改善事業

2 土砂災害等対策事業

3 急傾斜地崩壊対策事業

4 町営住宅整備等に係る移転促進事業

5 （仮称）本町住宅・北部総合福祉施設等整備事業

6 青崎東町営住宅長寿命化改修

7

8

9

10

4,342

775,824

10,626

合計 965,663

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

民間建築物の着工件数が伸び悩み、目標としていた着工件数に満たない年度が多く見られます。
引き続き、住環境の向上に向けた住宅施策を実施し、着工件数の増加を目指します。

作成担当部長 建設部長　井上　貴文

事務事業の名称 事業費

12,751

-

162,120

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

210

実績値 187 188 169 201 168 173

達成状況 未達成 未達成 達成 未達成 未達成

1
住宅の用に供す
る建築物着工件
数(改築を含む)

件

目標値 192 196 201 205

施策の
方向性

●ゆとりある住まいづくり、安心して暮らせる住まいづくり、快適に暮らせる住まいづく
りを実感できる住まいづくりを実現するため、住宅施策を推進します。
●公営住宅を適切に配置することにより、住宅困窮者の住みよい環境づくりを進めます。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

担当部 建設部基本施策 計画的な都市整備の推進

単位施策名称 住環境の向上



１．基本情報

4

2

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 橋りょう長寿命化事業

2 道路補修等事業

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 580,422

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

橋りょう長寿命化事業については、計画的に修繕を実施することにより長寿命化を図り、目標を達成しま
した。

作成担当部長 建設部長　井上　貴文

事務事業の名称 事業費

115,875

464,547

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

7

実績値 - 0 1 2 3 3

達成状況 未達成 未達成 未達成 未達成 未達成

2
予防型改修の施設
数（築15年未満の
施設を対象）

施設

目標値 1 2 5 7

10

実績値 1 2 3 4 10 11

達成状況 未達成 未達成 未達成 達成 達成

1
橋梁長寿命化修
繕実施済み橋数

橋

目標値 3 5 7 9

施策の
方向性

●道路や公共施設の計画的な維持・保全、延命化を図ります。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

担当部 建設部基本施策 社会資本の安定的な供給

単位施策名称 公共施設の計画的な維持・保全



１．基本情報

4

3

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

町民生活部長　金光　一隆

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 公共下水道整備事業（汚水）

2 県施行太田川流域下水道事業負担金事業

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 1,356,978

98,055

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

施策目標は全ての年度で達成しています。公共水域の水質保全と生活環境の向上を図るため、引き続き事
業を継続します。

作成担当部長

事務事業の名称 事業費

1,258,923

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

94.0

実績値 89.4 93.5 95.9 97.1 98.1 98.5

達成状況 達成 達成 達成 達成 達成

1
公共下水道人口普
及率

％

目標値 90.0 91.0 92.0 93.0

施策の
方向性

●公共下水道を整備促進し、公共用水域の水質保全と快適な生活環境の向上を図ります。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

担当部 町民生活部基本施策 快適・安全な生活環境の確保

単位施策名称 生活環境の向上



１．基本情報

4

3

2

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

町民生活部長　金光　一隆

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 公共下水道長寿命化事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 650,216

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

施策目標は全ての年度で達成しています。引き続き、雨水処理施設等の計画的な長寿命化を図り、浸水被
害が起こらないよう維持管理を行います。

作成担当部長

事務事業の名称 事業費

650,216

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

0

実績値 0 0 0 0 0 0

達成状況 達成 達成 達成 達成 達成

1
浸水被害対象家屋
数

戸

目標値 0 0 0 0

施策の
方向性

●市街地を雨水被害から守るため、浸水対策を推進します。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

担当部 町民生活部基本施策 快適・安全な生活環境の確保

単位施策名称 市街地の浸水対策



１．基本情報

4

3

3

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 0

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

施策目標は全ての年度で達成しています。引き続き水質基準を満たすため、現状を維持します。

作成担当部長 町民生活部長　金光　一隆

事務事業の名称 事業費

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

100

実績値 100 100 100 100 100 100

達成状況 達成 達成 達成 達成 達成

1
上水道の水質基準
適合率

％

目標値 100 100 100 100

施策の
方向性

●安全でおいしい水の供給と安定給水が確保されるよう、関係機関と連携した取り組みを行います。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

担当部 町民生活部基本施策 快適・安全な生活環境の確保

単位施策名称 上水道の安定供給



１．基本情報

4

4

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 地籍調査事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 3,538

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

平成30年7月豪雨災害の影響により、平成30年度以降の事業を見送ったため、目標値未達成となりまし
た。災害復旧事業を優先したため、広島県との協議で令和3年度まで事業を休止することになっていま
す。令和3年度については、県費の内示があったため、6月補正予算に計上し、事業を実施する予定であ
り、今後も財源確保と事業進捗に努めます。

作成担当部長 財務部長　胡子　幸穂

事務事業の名称 事業費

3,538

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

2.1

実績値 - 0.2 0.3 0.4 0.4 0.4

達成状況 未達成 未達成 未達成 未達成 未達成

1
官民境界先行調
査の進捗率（事
業費ベース）

％

目標値 0.5 0.9 1.3 1.7

施策の
方向性

●道路、普通河川などの利用実態等を把握するとともに、適切な財産管理を行い、住民
サービスの向上を図ります。
●土地情報の把握に努め、持続的・安定的な土地利用の確保を図ります。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

担当部 財務部基本施策 活力あるまちづくりを支える公共財産の有効活用

単位施策名称 道路、普通河川などの適切な財産管理



１．基本情報

5

1

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 総合計画推進事業

2 公共施設等総合管理計画策定事業 

3 魅力発信事業

4

5

6

7

8

9

10

合計 41,388

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

中期目標（令和2年度）は目標値未達成であったものの、過去4年間は達成しています。
基本的には総合計画に沿ったまちづくりを遂行できたものと考えます。
5年間の成果と課題を踏まえ、令和2年度において、総合計画の改訂及び後期実施計画の策定を行いまし
た。引き続き「住んでよかった、住んでみたいまちづくり」へ向け、総合計画を推進します。

作成担当部長 総務企画部長　増田　康洋

事務事業の名称 事業費

19,031

9,396

12,961

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

60.0

実績値 - 43.7 48.7 49.2 51.5 49.6

達成状況 達成 達成 達成 達成 未達成

1
全単位施策指標
の目標達成率

％

目標値 12.0 24.0 36.0 48.0

施策の
方向性

●長期的なまちづくりの方向性である総合計画に沿ったまちづくりを行うため、目的を明
確にし、目標を定め、社会情勢や住民ニーズに対応した適切かつ効果的な施策を推進しま
す。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 持続可能なまちづくり

担当部 総務企画部基本施策 総合的なまちづくりの推進

単位施策名称 戦略的なまちづくりの推進



１．基本情報

5

1

2

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 自治制度調査事業

2 町制施行８０周年記念事業

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 2,084

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

5年間連続目標値を達成しました。連携事務延べ数は着実に増加しており、広域的な行政サービスを展開
できていると考えます。後期実施計画において、更なる自治の体制強化に努めます。

作成担当部長 総務企画部長　増田　康洋

事務事業の名称 事業費

310

1,774

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

15

実績値 - 22 26 28 31 43

達成状況 達成 達成 達成 達成 達成

1
他自治体と新た
に取り組む連携
事務延べ数

件

目標値 15 15 15 15

施策の
方向性

●独自色あるまちづくりを推進し、まちの活性化とブランド力の向上による更なるまちの
発展を促すため、自治制度に関する調査・研究を行い、持続的な発展と活性化を目指しま
す。
●広域的な視点に立った行政サービスの効率的な運営並びに質の向上を図るため、広島広
域都市圏域内自治体等との連携を推進します。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 持続可能なまちづくり

担当部 総務企画部基本施策 総合的なまちづくりの推進

単位施策名称 自治の体制強化



１．基本情報

5

1

3

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 0

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

令和2年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策として祈念式の規模を縮小し、参加者を限定し
たため未達成となりましたが、過去4年間は達成しており、平和行政を展開できたものと考えます。
後期実施計画では、平和に関するより積極的な取り組みを進めるため、情報発信の回数を施策指標として
います。

作成担当部長 総務企画部長　増田　康洋

事務事業の名称 事業費

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

160

実績値 150 152 166 210 210 39

達成状況 達成 達成 達成 達成 未達成

1
平和祈念式(町主
催)への参加者数

人

目標値 152 154 156 158

施策の
方向性

●慰霊式典や被爆体験記などを通じて、次世代へ被爆の実相を継承します。
●非核宣言自治体等と連携し、平和に対する住民意識の高揚を図ります。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 持続可能なまちづくり

担当部 総務企画部基本施策 総合的なまちづくりの推進

単位施策名称 平和行政の展開



１．基本情報

5

2

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 0

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

中期目標（令和2年度）の目標値は未達成であるものの、策定以降年々上昇しており、行政改革に関し推
進できたものと考えます。より安定した行財政運営を目指し、今後は後期実施計画を踏まえた実行計画の
見直しを行う予定です。

作成担当部長 総務企画部長　増田　康洋

事務事業の名称 事業費

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

100

実績値 66 策定なし 策定 76 94 98

達成状況 未達成 未達成 未達成 未達成 未達成

1
行政改革プラン目標
達成率（第５次府中
町行政改革大綱）

％

目標値 100 100 100 100

施策の
方向性

●住民ニーズや社会経済情勢の変化に即応した効果的・効率的な行政運営を行うため、抜
本行財政改革を推進します。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 持続可能なまちづくり

担当部 総務企画部基本施策 自治を支える安定した行財政運営

単位施策名称 行政改革の推進



１．基本情報

5

2

2

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 広報広聴事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 50,908

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

5年間連続目標値を達成しました。行政や地域に関する情報を積極的に発信した結果であり、持続可能な
まちづくりを下支えしたものと考えます。今後も引き続き、様々な媒体を活用し広報活動を行うととも
に、更には広聴活動の充実を図ります。

作成担当部長 総務企画部長　増田　康洋

事務事業の名称 事業費

50,908

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

20

実績値 9 12 18 15 22 21

達成状況 達成 達成 達成 達成 達成

1
報道機関を通じ
た行政情報の発
信件数

件

目標値 11 13 15 17

施策の
方向性

●広報ふちゅうを中心としつつ、町ホームページ、パンフレット、マスコミ、コミュニ
ティ型Webサイトなど、様々な媒体を活用して、行政や地域情報に関する情報を積極的に発
信します。
●意見募集制度や町ホームページを活用した意見聴取などを通じて、広聴活動の充実を図
ります。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 持続可能なまちづくり

担当部 総務企画部基本施策 自治を支える安定した行財政運営

単位施策名称 広報広聴の充実



１．基本情報

5

2

3

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 まちづくり振興基金積立金事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 10,585

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

町税の収納率は、新型コロナウイルス感染症の影響が懸念される中、目標値を達成することができました。引
き続き堅実で継続的な収納対策を続け、この状態を維持したいと考えています。財政調整積立基金の現在高に
ついても、新型コロナウイルス感染症の影響下において、令和2年度は歳出の削減等により取り崩しなしとす
ることができました。令和3年度は法人税の大型還付及びそれに伴う減収補てん債の借入を予定しており、財
政調整積立基金の積み増しはできませんが、令和４年度以降は効率的な財政運営に努めます。

作成担当部長 財務部長　胡子　幸穂

事務事業の名称 事業費

10,585

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

97.6

実績値 97.4 98.4 98.3 98.6 98.6 98.2

達成状況 達成 達成 達成 達成 達成

2
町税の収納率
（現年分+滞納繰
越分）

％

目標値 97.4 97.5 97.5 97.6

12.5

実績値 10.4 17.4 15.1 13.7 13.1 13.1

達成状況 達成 達成 達成 達成 達成

1
財政調整積立基
金現在高

億円

目標値 11.5 9.7 10.5 12.9

施策の
方向性

●町税など収入の安定確保と時代に即した歳出の見直しにより、安定的な財政基盤を構築
します。
●町税に対する住民の理解と納税意識を啓発するための広報を積極的に推進します。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 持続可能なまちづくり

担当部 財務部基本施策 自治を支える安定した行財政運営

単位施策名称 財政基盤の安定化



１．基本情報

5

3

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1 証明書等コンビニ交付事業

2 情報プラザ運営事業

3 庁舎改修等事業

4 個人番号カード交付促進事業

5

6

7

8

9

10

5,949

合計 277,993

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

ふちゅう情報プラザつばき館は、全ての年度で施策目標を達成していますが、マイフローラ南交流センター
は、豪雨災害や新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響を受け、平成30年度以降、未達成となっています。
府中南交流センターは、施設の周知による施設利用の需要掘り起こしや、可能な行政サービス提供の検討、ふ
ちゅう情報プラザつばき館は、新たな行政サービス及び情報発信の場として、施設の運営方法等を検討する必
要があります。

作成担当部長 町民生活部長　金光　一隆

事務事業の名称 事業費

42,800

47,821

181,423

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

17,600

実績値 17,100 25,900 23,850 24,550 24,619 17,931

達成状況 達成 達成 達成 達成 達成

2
ふちゅう情報プラ
ザつばき館の利用
者数

人

目標値 17,200 17,300 17,400 17,500

35,500

実績値 35,000 36,814 37,315 34,876 33,312 27,570

達成状況 達成 達成 未達成 未達成 未達成

1
府中南交流セン
ターの利用者数

人

目標値 35,100 35,200 35,300 35,400

施策の
方向性

●情報セキュリティに留意しながら、住民が便利で利用しやすい窓口の業務の充実を図ります。
●南交流センター、つばき館では、地域に身近なサービス提供の場として、利用しやすい窓口と行政情報
の提供を図ります。
●場所や時間を選ばないICTの特性を活用した各種情報や住民サービスを提供し、利便性の向上を図りま
す。
●業務システム等を安定的に運用するとともに、ICT資産の最適化を進め、行政事務の一層の効率化を図
ります。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 持続可能なまちづくり

担当部 町民生活部基本施策 住民に便利な行政サービスの提供

単位施策名称 多様な行政サービスの提供



１．基本情報

5

4

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．総括評価（部長評価）

【参考】施策の推進に要したコスト（決算） (単位:千円)

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計 0

（施策目標達成・未達成の要因、５年間の成果・課題、後期実施計画へ向けた展望等）

令和2年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止となった研修が多かったことから、目標
値未達成となりましたが、過去4年間は達成しており、職員の総合的な能力開発を推し進めることができ
たものと考えます。
後期実施計画では、引き続き自治を支える人材を育成するとともに、ポストコロナ時代における職員の新
たな働き方の研究・検討に取り組みます。

作成担当部長 総務企画部長　増田　康洋

事務事業の名称 事業費

実績値

達成状況

4

目標値

実績値

達成状況

3

目標値

実績値

達成状況

2

目標値

180

実績値 141 184 197 166 181 89

達成状況 達成 達成 達成 達成 未達成

1
職員の研修参加
者の延べ数

人

目標値 149 157 165 173

施策の
方向性

●職員が自ら考え、住民に対して説明責任を持って、行政サービスを提供できるよう、職
員の人材育成を推進します。
●人事制度の見直し・充実を図るとともに、職員の適正配置を推進します。
●長時間労働の抑制や育児休暇等の取得促進に努めるなど、職員の仕事と家庭生活の調和
を推進します。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

前期実施計画（平成２８年度～令和２年度）　施策評価シート

基本目標 持続可能なまちづくり

担当部 総務企画部基本施策 自治を支える人材育成

単位施策名称 職員の総合的な能力開発


